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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　床面に設けられ、上下方向に揺動可能な磁性体からなるストッパー板と、
　開閉する扉に取り付けられるケース体と、
　前記ケース体に収容され、前記扉が開閉して前記ケース体が前記ストッパー板の上方に
位置したときに前記ストッパー板を引き寄せる磁石と、
　前記ケース体に収容され、前記磁石に引き寄せられた前記ストッパー板を係止して前記
扉の開閉を規制するロック機構と、を備え、
　前記ロック機構は、前記磁石に引き寄せられた前記ストッパー板を係止する係止部材と
、上下方向に駆動するプランジャを有するソレノイドと、前記係止部材と前記プランジャ
とを連結する連結部材と、を有し、
　前記係止部材は、前記ストッパー板をロックするロック位置と、前記ストッパー板をロ
ックしない非ロック位置とに移動可能であり、
　前記連結部材は、前記プランジャの上下方向の動作と連動して、前記係止部材が前記ロ
ック位置と前記非ロック位置との間を移動するように前記係止部材と前記プランジャを連
結する
　ことを特徴とするドアストッパー。
【請求項２】
　請求項１に記載されたドアストッパーにおいて、
　前記ロック機構は、前記係止部材を上方に付勢する付勢部材を有し、
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　前記係止部材は、付勢力受け部を有し、
　前記付勢力受け部は、前記係止部材が前記非ロック位置に付勢される前記付勢部材の付
勢力を受け、
　前記ソレノイドは、ソレノイド本体の内部に永久磁石を有する自己保持ソレノイドであ
り、
　前記付勢部材の付勢力は、前記連結部材を通じて伝達される前記自己保持ソレノイドの
通電時に発生する前記プランジャを吸引する吸引力よりも小さく設定され、前記自己保持
ソレノイドの通電時に前記永久磁石の磁界を打ち消すとき前記係止部材を前記非ロック位
置に移動させる力に設定され、
　前記プランジャは、前記自己保持ソレノイドの吸引力により上方に駆動され、前記自己
保持ソレノイドの通電時に前記永久磁石の磁界を打ち消し、前記連結部材を通じて伝達さ
れる前記付勢部材の付勢力により下方に駆動される
　ことを特徴とするドアストッパー。
【請求項３】
　請求項１に記載されたドアストッパーにおいて、
　前記ロック機構は、前記係止部材を上方に付勢する付勢部材を有し、
　前記係止部材は、付勢力受け部を有し、
　前記付勢力受け部は、前記係止部材が前記非ロック位置に付勢される前記付勢部材の付
勢力を受け、
　前記付勢部材の付勢力は、前記連結部材を通じて伝達される前記ソレノイドの通電時に
発生する前記プランジャを吸引する吸引力よりも小さく設定され、前記ソレノイドの無通
電時に前記係止部材を前記非ロック位置に移動させる力に設定され、
　前記プランジャは、前記ソレノイドの吸引力により上方に駆動され、前記ソレノイドの
無通電時に前記連結部材を通じて伝達される前記付勢部材の付勢力により下方に駆動され
る
　ことを特徴とするドアストッパー。
【請求項４】
　請求項１から請求項３までの何れか一項に記載されたドアストッパーにおいて、
　前記係止部材の前記ロック位置と前記非ロック位置との移動は、前記扉の戸先に設けら
れる操作体を操作することにより行う
　ことを特徴とするドアストッパー。
【請求項５】
　請求項１から請求項４までの何れか一項に記載されたドアストッパーにおいて、
　前記係止部材の前記ロック位置と前記非ロック位置との移動は、操作体を操作すること
により行い、
　前記操作体は、ドアノブ付近に設けられる
　ことを特徴とするドアストッパー。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、ドアストッパーに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、ドアストッパーは、床面に設けられた可動部と、ドアに取り付けられたケースと
、から構成されている。可動部は、磁性体製の回転板を有する。ケース内には、磁石とロ
ック部を有する係止部が備えられている。ロック部は、上下方向に動作する作動体と、こ
の作動体をロック操作又はアンロック操作する操作体を有している。これにより、ドアが
開放され、ケースが回転板の上方に位置したとき、回転板は磁石に引き寄せられる。この
とき、操作体がロック操作されると、作動体が回転板をロックし、ドアの開閉が阻止され
る（例えば、特許文献１～３参照）。
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【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特許第３５５３８１８号公報
【特許文献２】特許第３５９３０６２号公報
【特許文献３】特許第３４７７１５４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、従来のドアストッパーでは、踏む動作によって操作体を操作することにより、
ドアの開閉阻止及び阻止解除を行わなければならない。このため、ドアの開閉阻止及び阻
止解除のために操作体を操作する際に、誤って操作体に足をぶつけたり足を踏み外したり
するおそれがある、という問題がある。
【０００５】
　本開示は、上記問題に着目してなされたもので、ドアの開閉阻止及び阻止解除を行うと
き、誤って足をぶつけたり足を踏み外したりするおそれを無くすことを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するため、本開示は、ストッパー板と、ケース体と、磁石と、ロック機
構と、を備えている。
  ここで、ストッパー板は、床面に設けられ、上下方向に揺動可能な磁性体によって形成
されている。
  ケース体は、開閉する扉の下端部に設けられている。
  磁石は、ケース体に収容され、扉が開閉してケース体がストッパー板の上方に位置した
ときに、このストッパー板を上方に引き寄せる。
  ロック機構は、ケース体に収容され、上方に引き寄せられたストッパー板を係止するこ
とで、扉の開閉を規制する。さらに、ロック機構は、係止部材と、ソレノイドと、連結部
材と、を有している。
  係止部材は、上方に引き寄せられたストッパー板を係止する。さらに、この係止部材は
、ストッパー板をロックするロック位置と、ストッパー板をロックしない非ロック位置と
に移動可能となっている。
  ソレノイドは、上下方向に駆動するプランジャを有している。
  連結部材は、プランジャの上下方向の動作と連動して、係止部材がロック位置と非ロッ
ク位置との間を移動するように係止部材とプランジャを連結する。
【発明の効果】
【０００７】
　よって、本開示のドアストッパーでは、扉の開閉阻止及び阻止解除を行うとき、誤って
足をぶつけたり足を踏み外したりするおそれを無くすことができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】実施例１のドアストッパーの外観を示す全体斜視図である。
【図２】実施例１のストッパー装置を示す分解斜視図である。
【図３】実施例１の扉係止装置を前面側から見たときの分解斜視図である。
【図４】実施例１の扉係止装置を後面側から見たときの分解斜視図である。
【図５】実施例１の扉係止装置の内部を示す斜視図である。
【図６】実施例１の扉係止装置の縦断面図である。
【図７】実施例１の係止部材を示す斜視図である。
【図８Ａ】実施例１の係止部材の非ロック位置を示す説明図であって、扉係止装置の後面
側から見た縦断面図である。
【図８Ｂ】実施例１の係止部材の非ロック位置を示す説明図であって、扉係止装置の左側
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面側から見た縦断面図である。
【図９Ａ】実施例１の係止部材のロック位置を示す説明図であって、扉係止装置の後面側
から見た縦断面図である。
【図９Ｂ】実施例１の係止部材のロック位置を示す説明図であって、扉係止装置の左側面
側から見た縦断面図である。
【図１０】実施例１のロック部がストッパー装置に係止する状態を示す説明図であって、
扉係止装置の左側面側から見た縦断面図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、本開示のドアストッパーを実施するための形態を、図面に示す実施例１に基づい
て説明する。
【実施例１】
【００１０】
　実施例１のドアストッパーの構成を、「全体概要構成」、「ストッパー装置の詳細構成
」、「扉係止装置の詳細構成」、「自己保持ソレノイドの動作とコイルスプリングの付勢
力」に分けて説明する。
【００１１】
　［全体概要構成］
  実施例１のドアストッパー１は、図１に示すように、床面２に設けられたストッパー装
置１０と、開閉自在な扉３に取り付けられた扉係止装置２０と、扉３を開閉するためのド
アノブ３０と、扉３の戸先３ｂに設けられている操作ボタン（操作体）４０と、扉係止装
置２０の電源である電源ユニット５０と、を備えている。ここで、扉３は、蝶番４等で止
められた戸尻３ａを軸に、弧を描いて前後に開閉する開き戸である（一点鎖線Ｌ１）。
【００１２】
　ストッパー装置１０は、扉３の開閉動作を規制したい位置に設けられている。ここでは
、扉３がほぼ最大に開放した状態のときに開閉動作を規制する位置に設けられている。
【００１３】
　扉係止装置２０は、扉３のパネル（鏡板）３ｄａの下隅部分（戸先３ｂ及び下框（下端
部）３ｃ側の部分）に取り付けられている。扉係止装置２０は、扉３の内部にて操作ボタ
ン４０と配線接続されている（第１破線Ｌ２）。扉係止装置２０は、扉３の内部にて電源
ユニット５０と配線接続されている（第２破線Ｌ３）。扉係止装置２０は、操作ボタン４
０を押す（操作する）ことにより動作する。
【００１４】
　ドアノブ３０は、扉３の上下方向の中央部に設けられ、戸先３ｂ側に取り付けられてい
る。
【００１５】
　操作ボタン４０は、ドアノブ３０よりも上下方向の僅かに下方位置に設けられ、戸先３
ｂに取り付けられている。即ち、操作ボタン４０は、ドアノブ３０付近に設けられている
。戸先３ｂには、操作ボタン４０を取り付けるための戸先凹部３ｂａが設けられている。
この戸先凹部３ｂａに、扉係止装置２０を駆動するロック操作ボタン４０ａと非ロック操
作ボタン４０ｂが設けられ、上下方向に２つのボタンが並べられている。例えば、ロック
操作ボタン４０ａが非ロック操作ボタン４０ｂの上側に配置されている。ロック操作ボタ
ン４０ａと非ロック操作ボタン４０ｂは、戸先３ｂの面から突出しない高さに設定されて
いる。ロック操作ボタン４０ａが押される（操作される）と、部材本体２６ａが非ロック
位置からロック位置へ移動する。非ロック操作ボタン４０ｂが押されると、部材本体２６
ａがロック位置から非ロック位置へ移動する。
【００１６】
　電源ユニット５０は、扉３のパネル（鏡板）３ｄｂの下隅部分（戸先３ｂ及び下框（下
端部）３ｃ側の部分）に取り付けられている。即ち、電源ユニット５０は、扉３を介して
、扉係止装置２０の裏側に取り付けられている。電源ユニット５０は、例えば、内部に電
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池が設けられた電池ボックスである。
【００１７】
　［ストッパー装置の詳細構成］
  実施例１のストッパー装置１０は、図２に示すように、磁性体製のストッパー板１１と
、床面２に固定された基台１２と、基台１２を覆うストッパー装置カバー１３と、を有し
ている。
【００１８】
　ストッパー板１１は、長方形の薄板形状を呈し、長手方向の一端部１１ａの両側に取付
軸１１ｂ,１１ｂが形成され、長手方向の他端部１１ｃの近傍にロック開口１１ｄが形成
されている。
【００１９】
　基台１２は、床面２に固定される平板状の底板１２ａを有している。この底板１２ａに
は、ストッパー板１１の取付軸１１ｂを回動可能に保持する一対の軸受部１２ｂ,１２ｂ
と、一対のネジ通し穴１２ｃ,１２ｃと、が形成されている。この基台１２は、ネジ通し
穴１２ｃ,１２ｃにネジを挿通し、床面２に螺着して固定される。なお、ストッパー板１
１は、取付軸１１ｂが軸受部１２ｂに回動可能に保持されることで、長手方向の他端部１
１ｃが上下方向に揺動可能になっている。
【００２０】
　ストッパー装置カバー１３は、基台１２を覆ったときにストッパー板１１を露出させる
開口部１３ａが形成されると共に、床面２に臨む裏面に係止爪が形成されている。この係
止爪は、基台１２の周壁に係合し、ストッパー装置カバー１３を基台１２に固定する。
【００２１】
　［扉係止装置の詳細構成］
  実施例１の扉係止装置２０は、図３と図４に示すように、アタッチメント２１とフレー
ム２２とフレームカバー２２ａとカバー２３からなるケース体Ｃと、マグネット（磁石）
２４と、ロック機構２５と、を有している。扉３のパネル３ｄａとカバー２３との間には
、扉３側から前方に向かって、順に、アタッチメント２１、フレームカバー２２ａ、フレ
ーム２２が配置されている。
【００２２】
　ケース体Ｃは、アタッチメント２１とフレーム２２とフレームカバー２２ａとカバー２
３を前後方向に組み合わせて形成され、内部にマグネット２４とロック機構２５を収容す
る。このケース体Ｃは、ケース体固定ネジＮ１により扉３に固定される。
【００２３】
　アタッチメント２１は、扉係止装置２０が扉３に取り付けられた際、アタッチメント２
１のアタッチメント後面２１ａｂがパネル３ｄａに接する（図６参照）。アタッチメント
２１には、図３と図４に示すように、２つの固定ネジ挿通孔２１ｂ，２１ｂと、ガイド孔
２１ｃと、フレーム取付孔２１ｄと、側面上側突出部２１ｅと、側面中央突出部２１ｆと
、が形成されている。
【００２４】
　２つの固定ネジ挿通孔２１ｂ，２１ｂは、アタッチメント２１のアタッチメント前面２
１ａａの上下方向の中央部に貫通されている。各固定ネジ挿通孔２１ｂには、アタッチメ
ント２１を扉３に固定するケース体固定ネジＮ１が挿通される。ケース体固定ネジＮ１は
、扉３に螺合される。アタッチメント２１は、そのケース体固定ネジＮ１により、扉３に
取り付けられる。
【００２５】
　ガイド孔２１ｃは、２つの固定ネジ挿通孔２１ｂ，２１ｂの中央上部の位置で前後方向
に貫通されている。ガイド孔２１ｃは、上部フレーム取付爪２２ｒをフレーム取付孔２１
ｄにガイドする（図６参照）。
【００２６】
　フレーム取付孔２１ｄは、アタッチメント２１のアタッチメント上面２１ａｃの中央部
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の位置で上下方向に貫通されている。フレーム取付孔２１ｄには、上部フレーム取付爪２
２ｒが係合される（図５と図６参照）。
【００２７】
　側面上側突出部２１ｅは、アタッチメント２１の左右それぞれから突出している。側面
上側突出部２１ｅの下部には、下方に突出したフレーム取付凸部２１ｅａが形成され、フ
レーム取付凸部２１ｅａに対して凹んだフレーム取付凹部２１ｅｂが形成されている。フ
レーム取付凸部２１ｅａは、フレーム取付凹部２１ｅｂよりも前側に形成されている。フ
レーム取付凸部２１ｅａとフレーム取付凹部２１ｅｂは、両側面に１つずつ形成されてい
る。フレーム取付凸部２１ｅａとフレーム取付凹部２１ｅｂには、側部フレーム取付爪２
２ｓが係合される（図５参照）。
【００２８】
　側面中央突出部２１ｆは、アタッチメント２１の左右それぞれから突出している。側面
中央突出部２１ｆには、縦長のカバー取付穴２１ｆａが形成されている。側面中央突出部
２１ｆは、側面凹部２２ｔに係合する（図５参照）。カバー取付穴２１ｆａには、カバー
取付爪２３ｅが係合される。
【００２９】
　フレーム２２は、図３と図４に示すように、前面２２ｂと、右側面２２ｃと、左側面２
２ｄと、上面２２ｅと、下面２２ｆと、を有し、これらの面２２ｂ～２２ｆに囲まれて後
方に開放した収容空間２２ｇが形成されている。フレーム２２の収容空間２２ｇは、フレ
ームカバー２２ａに覆われる（図５と図６参照）。このフレーム２２は、扉係止装置２０
が扉３に取り付けられた際、右側面２２ｃが戸先３ｂ側に位置し、下面２２ｆが下框３ｃ
側に位置して露出する。
【００３０】
　前面２２ｂの左下側は、アタッチメント２１側に凹んだ凹部２２ｈａが形成されている
。この凹部２２ｈａの左下側には、貫通孔２２ｈｂが形成されている。フレーム２２の内
部には、貫通孔２２ｈｂに連通する第１区画壁２２ｉａと第２区画壁２２ｉｂと第３区画
壁２２ｉｃが形成されている。図５に示すように、第１区画壁２２ｉａと第３区画壁２２
ｉｃが対向し、第２区画壁２２ｉｂと下面２２ｆが対向する。第１区画壁２２ｉａは、右
側面２２ｃ側に形成され、第３区画壁２２ｉｃは、左側面２２ｄと一体に形成されて左側
面２２ｄの下部から第１区画壁２２ｉａ側へ出っ張っている。第２区画壁２２ｉｂは、第
１区画壁２２ｉａと第３区画壁２２ｉｃを接続する。下面２２ｆの左側部分が貫通孔２２
ｈｂに連通する。
【００３１】
　この下面２２ｆの貫通孔２２ｈｂに連通する部分は、その他の下面２２ｆの部分よりも
薄肉に形成された薄肉部２２ｆａになっている。この薄肉部２２ｆａは、図４に示すよう
に、貫通孔２２ｈｂから収容空間２２ｇの途中まで薄肉になっている。このため、下面２
２ｆの後方には段差部２２ｆｂが形成されている。
【００３２】
　また、フレーム２２の内部には、これら第１区画壁２２ｉａと第２区画壁２２ｉｂと第
３区画壁２２ｉｃと下面２２ｆの薄肉部２２ｆａに囲まれた収容室２２ｊが形成されてい
る。この収容室２２ｊには、マグネット２４が収容される。なお、第２区画壁２２ｉｂは
、収容室２２ｊの上面となる。
【００３３】
　このフレーム２２の内部には、図４と図５に示すように、第４区画壁２２ｉｄと、第５
区画壁２２ｉｅと、第６区画壁２２ｉｆと、突起２２ｉｇと、が形成されている。第４区
画壁２２ｉｄと突起２２ｉｇは、第２区画壁２２ｉｂの上側に形成されている。第４区画
壁２２ｉｄは、収容室２２ｊの左右方向の中央から上方に延びている。第５区画壁２２ｉ
ｅは、第４区画壁２２ｉｄの上端から右側面２２ｃ側へ水平方向に延びている。第６区画
壁２２ｉｆは、第５区画壁２２ｉｅの右端から下方に延びている。突起２２ｉｇは、第４
区画壁２２ｉｄよりも右側に形成され上方に延びている。突起２２ｉｇは、第２区画壁２
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２ｉｂと第４区画壁２２ｉｄと第５区画壁２２ｉｅと第６区画壁２２ｉｆに囲まれている
。突起２２ｉｇは、コイルスプリング２９を挿通する。フレーム２２の内部には、これら
第１区画壁２２ｉａと第２区画壁２２ｉｂの一部と第４区画壁２２ｉｄと第５区画壁２２
ｉｅと第６区画壁２２ｉｆと下面２２ｆに囲まれた内部に係止部材２６が収容される。
【００３４】
　さらに、第１区画壁２２ｉａと第６区画壁２２ｉｆの間には、図４と図５に示すように
、第７区画壁２２ｉｈと第８区画壁２２ｉｉが形成されている。第７区画壁２２ｉｈと第
８区画壁２２ｉｉは、左右方向に間隔を空けて形成され、凹部２２ｈａの右側の裏側（フ
レーム２２の内部）からアタッチメント２１側に延びている。この第７区画壁２２ｉｈと
第８区画壁２２ｉｉとの間には、第１案内突条部２６ａｇが嵌合される。即ち、第７区画
壁２２ｉｈと第８区画壁２２ｉｉとの間が、第１案内突条部２６ａｇの第１案内溝２２ｉ
ｊになる。また、第１区画壁２２ｉａと第６区画壁２２ｉｆの間には、下面２２ｆを貫通
する開口２２ｋが形成されている。開口２２ｋと第７区画壁２２ｉｈと第８区画壁２２ｉ
ｉとは、上下方向において重ならない。
【００３５】
　前面２２ｂの右上部には、図３に示すように、２つの取付ネジ挿通孔２２ｍ，２２ｍが
形成されている。各取付ネジ挿通孔２２ｍには、自己保持ソレノイド２７をフレーム２２
に取り付けるソレノイド取付ネジＮ２が挿通される。前面２２ｂの凹部２２ｈａよりも右
側には、前側シャフト挿入孔２２ｎが形成されている。前側シャフト挿入孔２２ｎには、
前側リンクシャフト端部２８ｂが挿入される。
【００３６】
　上面２２ｅの右側（右側面２２ｃ側）には、図３と図４に示すように、ソレノイド挿通
孔２２ｐが形成されている。上面２２ｅには、上面２２ｅの左右方向の中央部からアタッ
チメント２１側に向かって、上部フレーム取付爪２２ｒが突出している。上部フレーム取
付爪２２ｒは、側面視では１つの屈曲部を有する屈曲形状である。即ち、上部フレーム取
付爪２２ｒは、上面２２ｅの左右方向の中央部からアタッチメント２１側に向かって延び
、屈曲して上方に延びている。
【００３７】
　右側面２２ｃ及び左側面２２ｄのそれぞれには、右側面２２ｃ及び左側面２２ｄの上側
からアタッチメント２１側に向かって、側部フレーム取付爪２２ｓが突出している。側部
フレーム取付爪２２ｓは、側面視では１つの屈曲部を有する屈曲形状である。即ち、側部
フレーム取付爪２２ｓは、右側面２２ｃ及び左側面２２ｄの上部からアタッチメント２１
側に向かって延び、屈曲して上方に延びている。
【００３８】
　さらに、右側面２２ｃ及び左側面２２ｄのそれぞれには、側部フレーム取付爪２２ｓの
下側に、側部フレーム取付爪２２ｓよりも凹んだ側面凹部２２ｔが形成されている。右側
面２２ｃ及び左側面２２ｄのそれぞれには、側面凹部２２ｔよりも前側に、カバー取付爪
２３ｅを案内する案内溝２２ｕが形成されている。
【００３９】
　ここで、フレーム２２は、上部フレーム取付爪２２ｒがガイド孔２１ｃにガイドされフ
レーム取付孔２１ｄに係合されると共に、側部フレーム取付爪２２ｓがフレーム取付凸部
２１ｅａとフレーム取付凹部２１ｅｂに係合されることにより、アタッチメント２１に取
り付けられる。このとき、アタッチメント２１とフレーム２２との間には、フレームカバ
ー２２ａが配置されている。
【００４０】
　フレームカバー２２ａは、フレーム２２の後方を覆う（図５と図６参照）。フレームカ
バー２２ａのフレームカバー前面２２ａａには、図３に示すように、切欠２２ａｂと、第
１壁部２２ａｃと、第２壁部２２ａｄと、第３壁部２２ａｅと、第４壁部２２ａｆと、後
側シャフト挿入孔２２ａｈと、が形成されている。
【００４１】
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　切欠２２ａｂは、フレームカバー２２ａの下端から上方に向かって形成されている。切
欠２２ａｂには、フレームカバー２２ａでフレーム２２を覆った場合、マグネット２４が
挿通する。
【００４２】
　第１壁部２２ａｃは、切欠２２ａｂの上側に形成され、上方に延びている。第２壁部２
２ａｄは、第１壁部２２ａｃの上端から右側へ水平方向に延びている。第３壁部２２ａｅ
と第４壁部２２ａｆは、第２壁部２２ａｄの右側から下方に延びている。第３壁部２２ａ
ｅと第４壁部２２ａｆは、左右方向に間隔を空けて形成されている。第３壁部２２ａｅと
第４壁部２２ａｆとの間には、第２案内突条部２６ａｈが嵌合される。即ち、第３壁部２
２ａｅと第４壁部２２ａｆとの間が、第２案内突条部２６ａｈの第２案内溝２２ａｇにな
る。フレームカバー２２ａでフレーム２２を覆った場合、前後方向において、第１壁部２
２ａｃは第４区画壁２２ｉｄと対向し、第２壁部２２ａｄは第５区画壁２２ｉｅと対向す
る（図５参照）。
【００４３】
　後側シャフト挿入孔２２ａｈは、切欠２２ａｂよりも右側であって、第４壁部２２ａｆ
よりも右下に形成されている。後側シャフト挿入孔２２ａｈには、後側リンクシャフト端
部２８ｃが挿入される。
【００４４】
　カバー２３は、図３と図４に示すように、前壁２３ａと、右壁２３ｂと、左壁２３ｃと
、上壁２３ｄと、を有し、後方と下方を開放する。カバー２３の後方は、アタッチメント
２１に覆われる。カバー２３の右壁２３ｂ及び左壁２３ｃのそれぞれには、上下方向の中
央部にカバー２３の内側に向かって、カバー取付爪２３ｅが突出している。カバー２３は
、そのカバー取付爪２３ｅが案内溝２２ｕを通り、カバー取付穴２１ｆａに係合されるこ
とにより、アタッチメント２１に取り付けられる。
【００４５】
　マグネット２４は、直方体形状を呈した永久磁石であり、フレーム２２の収容室２２ｊ
に収容されている。このマグネット２４は、扉３が開閉して扉係止装置２０がストッパー
装置１０のストッパー板１１の上方に位置したときに、このストッパー板１１を引き寄せ
る。また、マグネット２４は、収容室２２ｊに収容され、アタッチメント前面２１ａａと
カバー２３の前壁２３ａの裏面２３ａａと段差部２２ｆｂによって押えられ、扉３の開閉
に伴うがたつきが防止される。
【００４６】
　ロック機構２５は、フレーム２２の収容空間２２ｇに収容され（図５参照）、マグネッ
ト２４に引き寄せられたストッパー板１１を係止して扉３の開閉を規制する（図８と図９
参照）。このロック機構２５は、図３と図４に示すように、係止部材２６と、自己保持ソ
レノイド（ソレノイド）２７と、リンクシャフト（連結部材）２８と、コイルスプリング
（付勢部材）２９と、を有している。
【００４７】
　係止部材２６は、マグネット２４に引き寄せられたストッパー板１１を係止する。この
係止部材２６は、図７に示すように、部材本体２６ａと、ロック部２６ｂと、係止連結部
２６ｃと、付勢力受け部２６ｄと、を有している。
【００４８】
　部材本体２６ａは、図９Ａに示すストッパー板１１をロックするロック位置と、図８Ａ
に示すストッパー板１１をロックしない非ロック位置とに移動可能になっており、上下方
向に長い直方体形状を呈する。この部材本体２６ａは、フレーム２２の前面２２ｂに対向
する部材前面２６ａａと、フレームカバー２２ａに対向する部材後面２６ａｂと、第６区
画壁２２ｉｆに対向する部材右側面２６ａｃと、第４区画壁２２ｉｄに対向する部材左側
面２６ａｄと、を有している。さらに、この部材本体２６ａは、第５区画壁２２ｉｅに対
向する部材上面２６ａｅと、開口２２ｋに対向する部材下面２６ａｆと、を有している。
【００４９】
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　部材前面２６ａａには、第７区画壁２２ｉｈと第８区画壁２２ｉｉとの間の第１案内溝
２２ｉｊに嵌合する第１案内突条部２６ａｇが突出して形成されている。部材後面２６ａ
ｂには、第３壁部２２ａｅと第４壁部２２ａｆとの間の第２案内溝２２ａｇに嵌合する第
２案内突条部２６ａｈが突出して形成されている。第１案内溝２２ｉｊ及び第１案内突条
部２６ａｇと、第２案内溝２２ａｇ及び第２案内突条部２６ａｈと、により、部材本体２
６ａが収容空間２２ｇ内を上下に移動する際の移動方向を規定する案内構造を構成する。
【００５０】
　ロック部２６ｂは、部材本体２６ａの部材下面２６ａｆから下方に突出して形成されて
いる。ロック部２６ｂは、部材本体２６ａがロック位置に移動したときに、フレーム２２
から突出してストッパー板１１のロック開口１１ｄに挿入される（図９Ｂ参照）。また、
ロック部２６ｂは、部材本体２６ａが非ロック位置に移動したときに、フレーム２２の内
部に収容される（図８Ｂ参照）。なお、このロック部２６ｂは、部材本体２６ａがロック
位置に移動したときに、フレーム２２の下面２２ｆに形成された開口２２ｋから出没する
。
【００５１】
　また、ロック部２６ｂの先端部２６ｂａには、ロック爪２６ｂｂが形成されている。ロ
ック爪２６ｂｂは、先端部２６ｂａから後側へ水平方向に延びている。ロック爪２６ｂｂ
は、部材本体２６ａがロック位置のときに扉３を閉めようとすると、ロック開口１１ｄに
引っかかる（図１０参照）。即ち、ロック爪２６ｂｂは、ロック開口１１ｄに係止する。
【００５２】
　係止連結部２６ｃは、部材本体２６ａの部材後面２６ａｂから水平方向に突出して形成
されている。係止連結部２６ｃは、リンクシャフト２８と連結される。即ち、係止連結部
２６ｃには、円弧リング２８ｄが挿通される。このように、係止連結部２６ｃと円弧リン
グ２８ｄが連結される。
【００５３】
　付勢力受け部２６ｄは、部材左側面２６ａｄの上端から水平方向に延びて形成されてい
る。このため、部材左側面２６ａｄと第４区画壁２２ｉｄとの間には隙間Ｓが生じる（図
８Ａと図９Ａ参照）。この隙間Ｓには、突起２２ｉｇが形成されている。付勢力受け部２
６ｄの受け部下面２６ｄｂは、部材本体２６ａを非ロック位置に付勢するコイルスプリン
グ２９の付勢力を受ける。部材本体２６ａが非ロック位置に付勢されると、部材上面２６
ａｅと受け部上面２６ｄａは第５区画壁２２ｉｅに当接する。これにより、部材本体２６
ａの非ロック位置が規制される。
【００５４】
　自己保持ソレノイド２７は、無通電時でもプランジャ（可動鉄心）２７ｄが吸着保持さ
れるソレノイドである。この自己保持ソレノイド２７は、図３と図４等に示すように、ソ
レノイドケース（ソレノイド本体）２７ａと、ソレノイドコイル２７ｂと、固定鉄心２７
ｃと、プランジャ２７ｄと、永久磁石２７ｅと、を有している。なお、自己保持ソレノイ
ド２７の動作については後述する。
【００５５】
　ソレノイドケース２７ａは、直方体のケースであり、ソレノイドケース２７ａのケース
下面２７ａｃの中央には、プランジャ２７ｄが挿通される円形状のプランジャ挿通孔２７
ａｄが形成されている。ソレノイドケース２７ａのケース前面２７ａａの上側には、ソレ
ノイド取付ネジＮ２がネジ締めされる２つの取付ネジ孔２７ａｅ，２７ａｅが形成されて
いる。
【００５６】
　ソレノイドコイル２７ｂは、ソレノイドケース２７ａに収容されている。ソレノイドコ
イル２７ｂには、電源ユニット５０から電流が流される。ソレノイドコイル２７ｂと電源
ユニット５０との間には、ソレノイドコイル２７ｂに接続する電極の向きを変更するため
の動作回路が設けられている。この動作回路は、一方の電極の向きで接続すると、ソレノ
イドコイル２７ｂにプランジャ２７ｄを吸引する電磁力（吸引力、磁界）が発生する。他
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方の電極の向きで接続すると、永久磁石２７ｅの磁気力（磁界）を打ち消すように電流が
ソレノイドコイル２７ｂに流される。他方の電極の向きで接続した場合、動作回路の途中
に抵抗が配置されている。
【００５７】
　固定鉄心２７ｃは、ソレノイドコイル２７ｂの内周側に配置され、ソレノイドケース２
７ａのケース上面２７ａｂ側に配置されている。固定鉄心２７ｃは、プランジャ２７ｄと
上下方向に対向する。固定鉄心２７ｃは、平面視で円状に形成されている。
【００５８】
　プランジャ２７ｄは、ソレノイドコイル２７ｂの内周側に配置され、プランジャ２７ｄ
の下部２７ｄａがソレノイドケース２７ａから外部に露出されている。プランジャ２７ｄ
は、平面視で円状に形成されている。プランジャ２７ｄは、自己保持ソレノイド２７とコ
イルスプリング２９により上下方向に駆動される。プランジャ２７ｄは、ソレノイドケー
ス２７ａの外部に抜け落ちないように抜け止めされている。
【００５９】
　また、プランジャ２７ｄの下部２７ｄａには、リンクシャフト２８と連結されるプラン
ジャ連結部２７ｄｂが形成されている。プランジャ連結部２７ｄｂは、スリット溝２７ｄ
ｃと、ピン孔２７ｄｄと、ピン２７ｄｅと、を有している。スリット溝２７ｄｃは、プラ
ンジャ２７ｄの下端から上方に向かって形成されている。このスリット溝２７ｄｃによっ
て、プランジャ２７ｄの下部２７ｄａが二つに分かれている。ピン孔２７ｄｄは、スリッ
ト溝２７ｄｃに直交する方向からプランジャ２７ｄの下部２７ｄａに貫通されている。ピ
ン２７ｄｅは、円柱状に形成されている。ピン２７ｄｅは、スリット溝２７ｄｃに環状リ
ング２８ｅを配置した状態で、一方のピン孔２７ｄｄから挿入される。次に、このピン２
７ｄｅは、環状リング２８ｅの長穴２８ｅａに挿通され、もう一方のピン孔２７ｄｄに挿
入される。ピン２７ｄｅは、ピン孔２７ｄｄから抜けないように嵌合されている。このよ
うに、プランジャ連結部２７ｄｂと環状リング２８ｅが連結される。
【００６０】
　永久磁石２７ｅは、ソレノイドケース２７ａに収容されている。永久磁石２７ｅは、ソ
レノイドコイル２７ｂよりも下側に配置され、プランジャ２７ｄの外周側に配置されてい
る。
【００６１】
　リンクシャフト２８は、係止部材２６とプランジャ２７ｄを連結する。このリンクシャ
フト２８は、前後方向に延びているシャフト本体部２８ａと、前側リンクシャフト端部２
８ｂと、後側リンクシャフト端部２８ｃと、円弧リング２８ｄと、環状リング２８ｅと、
を有している。シャフト本体部２８ａの前側には、シャフト本体部２８ａより円周の長さ
が短い前側リンクシャフト端部２８ｂが延びて形成されている。シャフト本体部２８ａの
後側には、シャフト本体部２８ａより円周の長さが短い後側リンクシャフト端部２８ｃが
延びて形成されている。前側リンクシャフト端部２８ｂは、前側シャフト挿入孔２２ｎに
挿入され、後側リンクシャフト端部２８ｃは、後側シャフト挿入孔２２ａｈに挿入される
。
【００６２】
　また、シャフト本体部２８ａの径方向には、円弧リング２８ｄと、環状リング２８ｅと
、が形成されている。円弧リング２８ｄは、後側リンクシャフト端部２８ｃと環状リング
２８ｅとの間に形成され、シャフト本体部２８ａの左側に形成されている。円弧リング２
８ｄは、一部が切り欠かれた円弧状のリングである。円弧リング２８ｄは、係止連結部２
６ｃに挿通される。環状リング２８ｅは、前側リンクシャフト端部２８ｂと円弧リング２
８ｄとの間に形成され、シャフト本体部２８ａの右側に形成されている。即ち、環状リン
グ２８ｅは、シャフト本体部２８ａを介して、円弧リング２８ｄの反対側に形成されてい
る。環状リング２８ｅは、リング中央部に長穴２８ｅａが形成された楕円状のリングであ
る。環状リング２８ｅは、ピン２７ｄｅに挿通される。
【００６３】
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　このリンクシャフト２８は、図９Ａに示すように、プランジャ２７ｄが上方に駆動され
ると、プランジャ連結部２７ｄｂと連結された環状リング２８ｅがプランジャ２７ｄと共
に上方に移動される。このとき、リンクシャフト２８は、中心軸ＣＬを中心に時計回りに
回転して、係止連結部２６ｃと連結された円弧リング２８ｄが下方に移動される。この円
弧リング２８ｄと共に係止部材２６がロック位置に移動される。即ち、リンクシャフト２
８の回転動作により、プランジャ２７ｄの上方の動作と連動して係止部材２６がロック位
置に移動される。
【００６４】
　一方、リンクシャフト２８は、図８Ａに示すように、係止部材２６がコイルスプリング
２９の付勢力により上方（非ロック位置）に付勢されると、係止連結部２６ｃと連結され
た円弧リング２８ｄが係止部材２６と共に上方に移動される。このとき、リンクシャフト
２８は、中心軸ＣＬを中心に反時計回りに回転して、プランジャ連結部２７ｄｂと連結さ
れた環状リング２８ｅが下方に移動される。この環状リング２８ｅと共にプランジャ２７
ｄが下方に駆動される。即ち、リンクシャフト２８の回転動作により、係止部材２６の上
方の動作と連動してプランジャ２７ｄが下方に移動される。
【００６５】
　コイルスプリング２９は、係止部材２６を上方（ロック位置）に付勢する。コイルスプ
リング２９は、突起２２ｉｇに挿通され、第２区画壁２２ｉｂと付勢力受け部２６ｄとの
間の位置に配置される。なお、コイルスプリング２９の付勢力は後述する。
【００６６】
　［自己保持ソレノイドの動作とコイルスプリングの付勢力］
  自己保持ソレノイド２７は、ソレノイドコイル２７ｂに接続する電極の向きによって吸
引と復帰が異なるソレノイドである。また、自己保持ソレノイド２７は、吸引状態で無通
電にしても永久磁石２７ｅの磁気力により吸引状態を保持（吸着保持）するソレノイドで
ある。
ここで、外部負荷（バネ等の付勢部材）であるコイルスプリング２９の付勢力によりプラ
ンジャ２７ｄがソレノイドケース２７ａ及び固定鉄心２７ｃから離れた離間位置を、初期
位置（図８Ａ参照）とする。
【００６７】
　この初期位置にプランジャ２７ｄが配置された状態で、プランジャ２７ｄを吸引する電
極の向き（一方の電極の向き）で自己保持ソレノイド２７を通電すると、ソレノイドコイ
ル２７ｂにプランジャ２７ｄを吸引する電磁力が発生する。そして、プランジャ２７ｄは
、永久磁石２７ｅの磁気力とソレノイドコイル２７ｂに発生する電磁力の吸引力により固
定鉄心２７ｃ側に吸引される。このときの吸引力は、コイルスプリング２９の付勢力より
も大きく設定されている。このため、プランジャ２７ｄは、コイルスプリング２９の付勢
力に抗して、初期位置からソレノイドケース２７ａ側へ駆動される（図９Ａ参照）。即ち
、プランジャ２７ｄは、固定鉄心２７ｃ側へ引き寄せられる。
【００６８】
　次いで、プランジャ２７ｄが吸引状態で自己保持ソレノイド２７を無通電にしても、永
久磁石２７ｅの磁気力によりプランジャ２７ｄが吸着保持される。このときの永久磁石２
７ｅの磁気力は、プランジャ２７ｄを保持する保持力となる。
【００６９】
　続いて、プランジャ２７ｄを吸引する電極の向きとは反対の向き（プランジャ２７ｄを
復帰する電極の向き、他方の電極の向き）で自己保持ソレノイド２７を通電する。このと
き、永久磁石２７ｅの磁気力を打ち消すように電流がソレノイドコイル２７ｂに流され、
プランジャ２７ｄの保持力を小さくする。このときの小さくされた保持力は、コイルスプ
リング２９の付勢力よりも小さく設定されている。このため、プランジャ２７ｄは、ソレ
ノイドケース２７ａ側から初期位置へ駆動される。即ち、プランジャ２７ｄは、固定鉄心
２７ｃから引き離される。
【００７０】
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　ここで、「永久磁石２７ｅの磁気力を打ち消す」とは、プランジャ２７ｄを復帰すると
きのソレノイドコイル２７ｂに流れる電流の大きさによって、永久磁石２７ｅの磁気力を
完全に打ち消しても良いし、コイルスプリング２９の付勢力よりも永久磁石２７ｅの磁気
力を小さく打ち消す程度でも良い。
【００７１】
　また、コイルスプリング２９の付勢力は、自己保持ソレノイド２７の無通電時でプラン
ジャ２７ｄが初期位置に配置されているとき、永久磁石２７ｅの磁気力よりも大きく設定
されている。このとき、コイルスプリング２９の付勢力が永久磁石２７ｅの磁気力よりも
小さく設定されていると、自己保持ソレノイド２７が無通電にもかかわらず、プランジャ
２７ｄがソレノイドケース２７ａ側に吸引されるおそれがある。
【００７２】
　このように、コイルスプリング２９の付勢力は、プランジャ２７ｄを吸引する吸引力よ
りも小さく設定されている。コイルスプリング２９の付勢力は、永久磁石２７ｅの磁気力
が打ち消されてプランジャ２７ｄの保持力が小さくなったときの保持力よりも大きく設定
されている。また、コイルスプリング２９の付勢力は、自己保持ソレノイド２７の無通電
時でプランジャ２７ｄが初期位置に配置されているとき、永久磁石２７ｅの磁気力よりも
大きく設定されている。
【００７３】
　次に作用を説明する。
  実施例１のドアストッパーの作用を、「扉動作規制作用」、「ドアストッパーの特徴作
用」に分けて説明する。
【００７４】
　［扉動作規制作用］
  実施例１のドアストッパー１を使用し、扉３が開放状態のときに開閉動作を規制する（
扉３の開放状態を維持する）際の、扉動作規制作用を説明する。
【００７５】
　このドアストッパー１にて扉３の開閉動作を規制するには、まず、図１に示すように、
扉３をストッパー装置１０側へ開く（開方向）。このとき、扉係止装置２０において、予
め係止部材２６を引き上げ、この係止部材２６を図８Ａ及び図８Ｂに示す非ロック位置に
移動させておく。なお、係止部材２６の引き上げ操作は、手元の非ロック操作ボタン４０
ｂを押して行う。
【００７６】
　また、係止部材２６が非ロック位置に移動しているときには、係止部材２６はコイルス
プリング２９の付勢力により上方に付勢されている。このとき、プランジャ２７ｄは、ソ
レノイドケース２７ａから離れた離間位置に配置されている。これにより、係止部材２６
は、コイルスプリング２９の付勢力によって下方への移動が規制され、ロック部２６ｂを
含めた係止部材２６のすべての部分が、収容空間２２ｇ内に収容された状態で保持される
。
【００７７】
　そして、扉３を開くことで、この扉３に設けられた扉係止装置２０が、床面２に固定さ
れたストッパー装置１０の上方に位置すると、図８Ｂに示すように、磁性体性のストッパ
ー板１１が、扉係止装置２０が有するマグネット２４に引き寄せられる。これにより、ス
トッパー板１１は、取付軸１１ｂを中心に揺動し、長手方向の他端部１１ｃが上方へ浮き
上がる。
【００７８】
　ストッパー板１１がマグネット２４に引き寄せられたら、係止部材２６を引き下げ、こ
の係止部材２６を図９Ａ及び図９Ｂに示すロック位置に移動させる。この係止部材２６の
引き下げ操作は、手元のロック操作ボタン４０ａを押して行う。
【００７９】
　ロック操作ボタン４０ａが押されると、電源ユニット５０と自己保持ソレノイド２７が
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一方の電極の向きで通電され、自己保持ソレノイド２７が駆動される。そして、自己保持
ソレノイド２７の吸引力により、コイルスプリング２９の付勢力に抗して、プランジャ２
７ｄは上方へ駆動される。このとき、リンクシャフト２８を通じて伝達される吸引力によ
り、係止部材２６が非ロック位置からロック位置へ移動される。
【００８０】
　また、係止部材２６がロック位置に移動すると、部材本体２６ａに形成されたロック部
２６ｂが、図９Ｂに示すように、開口２２ｋを介して収容空間２２ｇから突出する。この
とき、ロック部２６ｂが、図９Ｂに示すように、ストッパー板１１のロック開口１１ｄに
挿入される。
【００８１】
　続いて、電源ユニット５０と自己保持ソレノイド２７が無通電になり、プランジャ２７
ｄは、永久磁石２７ｅの磁気力により上方位置に吸着保持される。これにより、係止部材
２６はロック位置に保持される。このとき、係止部材２６をロック位置に保持するための
電力は発生しない。
【００８２】
　ここで、ロック操作ボタン４０ａが押されると、電源ユニット５０と自己保持ソレノイ
ド２７の通電と、電源ユニット５０と自己保持ソレノイド２７の無通電と、が一連の動作
として行われる。通電時間は、自己保持ソレノイド２７の吸引力の性能等により予め設定
されている。
【００８３】
　そして、係止部材２６がロック位置のときに扉３を閉めようとすると（閉方向）、図１
０に示すように、ロック爪２６ｂｂがロック開口１１ｄに引っかかり、ロック爪２６ｂｂ
はロック開口１１ｄに係止する。これにより、扉係止装置２０がストッパー装置１０と干
渉することになり、扉３の開閉動作が規制され、開放状態が維持される。このように、扉
３の開閉阻止を行うことができる。
【００８４】
　この実施例１のドアストッパー１による扉３の開閉動作の規制を解除するには、係止部
材２６を引き上げ、この係止部材２６を図８Ａ及び図８Ｂに示す非ロック位置に移動させ
る。この係止部材２６の引き上げ操作は、手元の非ロック操作ボタン４０ｂを押して行う
。このとき、ロック部２６ｂがストッパー板１１のロック開口１１ｄの周縁に干渉しない
ように、扉３の開放状態を調整する。
【００８５】
　非ロック操作ボタン４０ｂが押されると、電源ユニット５０と自己保持ソレノイド２７
が他方の電極の向きで通電され、自己保持ソレノイド２７が駆動される。そして、永久磁
石２７ｅの磁気力が打ち消されていくと、コイルスプリング２９の付勢力により、係止部
材２６はロック位置から非ロック位置へ移動される。このとき、リンクシャフト２８を通
じて伝達される付勢力により、プランジャ２７ｄが上方位置から下方位置（離間位置）へ
駆動される。
【００８６】
　また、係止部材２６が非ロック位置に移動すると、部材本体２６ａに形成されたロック
部２６ｂが、図８Ｂに示すように、収容空間２２ｇ内に収容されるため、ロック部２６ｂ
はストッパー板１１のロック開口１１ｄから抜ける。これにより、扉３は開閉動作の規制
が解除されて、開閉動作が可能になる。このように、扉３の阻止解除を行うことができる
。
【００８７】
　続いて、電源ユニット５０と自己保持ソレノイド２７が無通電になり、プランジャ２７
ｄは、コイルスプリング２９の付勢力により下方位置で安定的に保持される。これにより
、係止部材２６は非ロック位置に保持される。このとき、係止部材２６を非ロック位置に
保持するための電力は発生しない。
【００８８】
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　ここで、非ロック操作ボタン４０ｂが押されると、電源ユニット５０と自己保持ソレノ
イド２７の通電と、電源ユニット５０と自己保持ソレノイド２７の無通電と、が一連の動
作として行われる。通電時間は、永久磁石２７ｅの磁気力の大きさ等により予め設定され
ている。
【００８９】
　［ドアストッパーの特徴作用］
  実施例１では、リンクシャフト２８は、プランジャ２７ｄの上下方向の動作と連動して
、係止部材２６がロック位置と非ロック位置との間を移動するように係止部材２６とプラ
ンジャ２７ｄを連結する。即ち、係止部材２６の移動が自己保持ソレノイド２７により電
動化される。この結果、扉３の開閉阻止及び阻止解除を行うとき、誤って足をぶつけたり
足を踏み外したりするおそれを無くすことができる。
【００９０】
　加えて、モータではなく、自己保持ソレノイド２７を選択した理由について説明する。
自己保持ソレノイド２７は、モータを使用するよりも、安全性・簡易性・静音性・経済面
等の面で優位だからである。
【００９１】
　具体的には、自己保持ソレノイド２７はソレノイドコイル２７ｂに通電するのみで動作
するので、モータのように整流子や回転数やトルクなどを制御する制御装置が不要である
。また、自己保持ソレノイド２７は、モータのように減速機が不要であるため構造を簡易
にすることができる。さらに、自己保持ソレノイド２７の稼働音は、モータのように回転
による稼働音が発生しないため、モータの稼働音よりも静かである。また、自己保持ソレ
ノイド２７は、プランジャ２７ｄを安全位置に戻す場合には、電源のオン/オフや外部負
荷を取り付ければ良い。このため、自己保持ソレノイド２７では、直ぐにプランジャ２７
ｄを安全位置に戻すことができる。これに対し、モータの場合には、モータの回転方向を
逆回転させる等の必要があり、そのためには減速機等を用いる必要がある。このため、モ
ータの場合には、減速機などを用いることにより部品を安全位置に戻すまでに時間がかか
るので、モータよりも自己保持ソレノイド２７の方が安全性は高い。
【００９２】
　実施例１では、プランジャ２７ｄは、自己保持ソレノイド２７の吸引力により上方に駆
動される。また、自己保持ソレノイド２７の通電時に永久磁石２７ｅの磁界を打ち消し、
リンクシャフト２８を通じて伝達されるコイルスプリング２９の付勢力により下方に駆動
される。即ち、プランジャ２７ｄが上方に駆動されるとき、係止部材２６がロック位置に
移動され、プランジャ２７ｄが下方に駆動されるとき、係止部材２６が非ロック位置に移
動される。また、自己保持ソレノイド２７であるため、プランジャ２７ｄが上方に駆動さ
れた後、自己保持ソレノイド２７を無通電にしても、永久磁石２７ｅ磁気力により、プラ
ンジャ２７ｄが上方位置に吸着保持される。一方、プランジャ２７ｄが下方位置に駆動さ
れた後、自己保持ソレノイド２７を無通電にしても、コイルスプリング２９の付勢力によ
り、プランジャ２７ｄが下方位置に保持される。従って、プランジャ２７ｄの位置を保持
するための消費電力は発生しないので節電になる。
【００９３】
　実施例１では、係止部材２６のロック位置と非ロック位置との移動は、扉３の戸先３ｂ
に設けられる操作ボタン４０を操作することにより行う。従って、扉３が閉まっていると
き、操作ボタン４０は外観から見えず、見栄えが良い。
【００９４】
　実施例１では、操作ボタン４０は、ドアノブ３０付近に設けられている。即ち、扉３の
開閉時には手元で操作ボタン４０を操作することが可能である。従って、操作ボタン４０
を操作する際、姿勢を変えなくて良い。
【００９５】
　次に、効果を説明する。
  実施例１のドアストッパー１にあっては、下記に列挙する効果を得ることができる。
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【００９６】
　(1) 床面２に設けられ、上下方向に揺動可能な磁性体からなるストッパー板１１と、
  開閉する扉３に取り付けられるケース体Ｃと、
  前記ケース体Ｃに収容され、前記扉３が開閉して前記ケース体Ｃが前記ストッパー板１
１の上方に位置したときに前記ストッパー板１１を引き寄せる磁石（マグネット２４）と
、
  前記ケース体Ｃに収容され、前記磁石（マグネット２４）に引き寄せられた前記ストッ
パー板１１を係止して前記扉３の開閉を規制するロック機構２５と、を備え、
  前記ロック機構２５は、前記磁石（マグネット２４）に引き寄せられた前記ストッパー
板１１を係止する係止部材２６と、上下方向に駆動するプランジャ２７ｄを有するソレノ
イド（自己保持ソレノイド２７）と、前記係止部材２６と前記プランジャ２７ｄとを連結
する連結部材（リンクシャフト２８）と、を有し、
  前記係止部材２６は、前記ストッパー板１１をロックするロック位置と、前記ストッパ
ー板１１をロックしない非ロック位置とに移動可能であり、
  前記連結部材（リンクシャフト２８）は、前記プランジャ２７ｄの上下方向の動作と連
動して、前記係止部材２６が前記ロック位置と前記非ロック位置との間を移動するように
前記係止部材２６と前記プランジャ２７ｄを連結する。
  これにより、扉３の開閉阻止及び阻止解除を行うとき、誤って足をぶつけたり足を踏み
外したりするおそれを無くすことができる。
【００９７】
　(2) 前記ロック機構２５は、前記係止部材２６を上方に付勢する付勢部材（コイルスプ
リング２９）を有し、
  前記係止部材２６は、付勢力受け部２６ｄを有し、
前記付勢力受け部２６ｄは、前記係止部材２６が前記非ロック位置に付勢される前記付勢
部材（コイルスプリング２９）の付勢力を受け、
  前記ソレノイド（自己保持ソレノイド２７）は、ソレノイド本体（ソレノイドケース２
７ａ）の内部に永久磁石２７ｅを有する自己保持ソレノイド２７であり、
  前記付勢部材（コイルスプリング２９）の付勢力は、前記連結部材（リンクシャフト２
８）を通じて伝達される前記自己保持ソレノイド２７の通電時に発生する前記プランジャ
２７ｄを吸引する吸引力よりも小さく設定され、前記自己保持ソレノイド２７の通電時に
前記永久磁石２７ｅの磁界を打ち消すとき前記係止部材２６を前記非ロック位置に移動さ
せる力に設定され、
  前記プランジャ２７ｄは、前記自己保持ソレノイド２７の吸引力により上方に駆動され
、前記自己保持ソレノイド２７の通電時に前記永久磁石２７ｅの磁界を打ち消し、前記連
結部材（リンクシャフト２８）を通じて伝達される前記付勢部材（コイルスプリング２９
）の付勢力により下方に駆動される。
  これにより、(1)の効果に加え、プランジャ２７ｄの位置を保持するための消費電力は
発生しないので節電になる。
【００９８】
　(3)前記係止部材２６の前記ロック位置と前記非ロック位置との移動は、前記扉３の戸
先３ｂに設けられる操作体（操作ボタン４０）を操作することにより行う。
  これにより、(1)又は(2)の効果に加え、扉３が閉まっているとき、操作体（操作ボタン
４０）は外観から見えず、見栄えが良い。
【００９９】
　(4) 前記係止部材２６の前記ロック位置と前記非ロック位置との移動は、操作体（操作
ボタン４０）を操作することにより行い、
  前記操作体（操作ボタン４０）は、ドアノブ３０付近に設けられる。
  これにより、(1)～(3)の効果に加え、操作体（操作ボタン４０）を操作する際、姿勢を
変えなくて良い。
【０１００】
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　以上、本開示のドアストッパーを実施例１に基づき説明してきたが、具体的な構成につ
いては、実施例１に限られるものではなく、特許請求の範囲の各請求項に係る発明の要旨
を逸脱しない限り、設計の変更や追加等は許容される。
【０１０１】
　実施例１では、ソレノイドを、永久磁石２７ｅを有する自己保持ソレノイド２７とする
例を示した。しかし、これに限られない。例えば、ソレノイドとしては、実施例１の自己
保持ソレノイド２７から永久磁石２７ｅを除いたソレノイドでもよい。この場合のソレノ
イドでは、通電時にプランジャを吸引する吸引力が発生し、無通電時にプランジャの吸引
を止める。このため、コイルスプリングの付勢力は、プランジャを吸引する吸引力よりも
小さく設定され、ソレノイドの無通電時に係止部材を非ロック位置に移動させる力に設定
されていればよい。この場合、プランジャは、ソレノイドの吸引力により上方に駆動され
、ソレノイドの無通電時に連結部材を通じて伝達されるコイルスプリングの付勢力により
下方に駆動される。なお、コイルスプリングを有さずとも、プランジャの自重によりプラ
ンジャが下方に駆動されても良い。
【０１０２】
　このように構成しても、少なくとも上記(1)，(3)～(4)に記載した効果が得られる。ま
た、これにより、プランジャが上方に駆動されるとき、係止部材がロック位置を移動する
ことができ、プランジャが下方に駆動されるとき、係止部材を非ロック位置に移動するこ
とができる。要するに、ソレノイドは、プランジャを有し、プランジャを上下方向に動作
できればよい。このように構成しても、少なくとも上記(1)に記載した効果が得られる。
【０１０３】
　実施例１では、連結部材を、リンクシャフト２８とする例を示した。即ち、リンクシャ
フト２８により、プランジャ２７ｄが上方に駆動されるとき、係止部材２６（部材本体２
６ａ）がロック位置に移動されるように、係止連結部２６ｃとプランジャ連結部２７ｄｂ
を連結する例を示した。また、リンクシャフト２８により、プランジャ２７ｄが下方に駆
動されるとき、係止部材２６が非ロック位置に移動されるように、係止連結部２６ｃとプ
ランジャ連結部２７ｄｂを連結する例を示した。しかし、これに限られない。連結部材に
より、プランジャが上方に駆動されるとき、係止部材が非ロック位置に移動されるように
、係止部材とプランジャを連結してもよい。この場合、連結部材により、プランジャが下
方に駆動されるとき、係止部材がロック位置に移動されるように、係止部材とプランジャ
を連結する。要するに、連結部材により、プランジャの上下方向の動作と連動して、係止
部材がロック位置と非ロック位置との間を移動するように係止部材とプランジャが連結さ
れていればよい。このように構成しても、少なくとも上記(1)に記載した効果が得られる
。
【０１０４】
　実施例１では、付勢部材を、コイルスプリング２９とする例を示した。しかし、これに
限られない。要するに、係止部材を上方に付勢することができる部材であればよい。
【０１０５】
　実施例１では、操作体を、操作ボタン４０とする例を示した。しかし、操作体は、ボタ
ンに限られない。要するに、操作体は、係止部材のロック位置と非ロック位置との移動を
操作できるものであればよい。
【０１０６】
　実施例１では、操作体を、ロック操作ボタン４０ａと非ロック操作ボタン４０ｂの２つ
のボタンとする例を示した。しかし、操作体を、１つの操作ボタンとしてもよい。この場
合、例えば、その操作ボタンを押すたびに、一方の電極の向きと他方の電極の向きが交互
に切り替わるように設定してもよい。また、操作ボタンを押している時間の長さで、電極
の向きを切り替えてもよい。このように構成しても、少なくとも上記(3)に記載した効果
が得られる。
【０１０７】
　実施例１では、操作ボタン４０を戸先３ｂに取り付け、ドアノブ３０付近に設ける例を
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下側等に設けてもよい。
【０１０８】
　実施例１では、電源ユニット５０は、扉３を介して、扉係止装置２０の裏側に取り付け
られる例を示した。しかし、これに限らず、電源ユニット５０を、扉３の内部に取り付け
てもよいし、扉係止装置２０と並列に取り付けてもよい。
【０１０９】
　実施例１では、電源ユニット５０を、内部に電池が設けられた電池ボックスとする例を
示した。しかし、これに限られない。要するに、ソレノイドコイルに電流を流すことがで
きればよい。このため、電源ユニットを扉に取り付けなくてもよい。
【０１１０】
　実施例１では、ドアストッパー１を開き戸である扉３に適用する例を示した。しかし、
これに限らず、左右方向に引き動かして開け閉めを行う引き戸に適用してもよい。また、
扉係止装置２０は、扉３の内部に取り付けられるものであってもよい。
【符号の説明】
【０１１１】
１　ドアストッパー
２　床面
３　扉
３ｂ　戸先
１０　ストッパー装置
１１　ストッパー板
２０　扉係止装置
Ｃ　ケース体
２４　マグネット（磁石）
２５　ロック機構
２６　係止部材
２６ｄ　付勢力受け部
２７　自己保持ソレノイド（ソレノイド）
２７ａ　ソレノイドケース（ソレノイド本体）
２７ｄ　プランジャ（可動鉄心）
２７ｅ　永久磁石
２８　リンクシャフト（連結部材）
２９　コイルスプリング（付勢部材）
３０　ドアノブ
４０　操作ボタン（操作体）
５０　電源ユニット
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